





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































178 早稲田教育評論　第 33 巻第１号
注
１ ［木畑 1994］
２ それぞれ、『詳説世界史』・『詳説世界史 改正版』、『詳説日本史』『詳説日本史 改訂版』をあわせた
占有率。『内外教育』6555号（時事通信社、2017年）による。
３ 「フランスでは、17世紀の後半、国王ルイ14世の時代に絶対王政を最も強めました。ところが、国
王は、戦争や宮殿の建築などに浪費を続けたため、財政が厳しくなり、国民の負担も増えました。」
（p.133）〈下線筆者〉、「国王と貴族中心の政治が続いていたフランスでは、1789年、財政を立て直
すために、聖職者・貴族・平民という三つの身分の代表による議会が開かれました。しかし、平
民の代表は、自分たちこそが国民の代表であると主張し、国民議会を作りました。」（p.135）〈下
線筆者〉、「19世紀の中ごろには、ヨーロッパ各地で国民の権利の拡大を求める革命が起こりました。
その後、さまざまな制限はありましたが、選挙による議会を通して、しだいに国民の声を政治に
反映させようとする動きが進みました。」（p.137）〈下線筆者〉、「1873年に徴兵令を発布しました。
満20歳となった男子に、士族・平民の区別なく兵役を義務づけることで、武士に代わり、国民が
主力の軍隊としました。しかし、この改革は、士族の特権をうばうものとして、彼らの反発を招
いたほか、国民に新たな負担を強いることにもなったため、徴兵に反対する動きが各地で起こり
ました。」（p.160～161）〈下線筆者〉
４ さらに、三十年戦争を終結させたウェストファリア条約が「ヨーロッパの主権国家体制の確立を
示す」と記述する。
５ 『詳説世界史 改訂版』p.299～300
６ フランス革命の「記憶」の利用について、谷川稔は次のように述べる。
 「一八八〇年代のフランスは、大革命百年祭にあわせてパリ万博が計画されたのをはじめ、国民意
識の高揚がさまざまの分野ではかられた時期であった。たとえば、一八七九年にラ・マルセイエー
ズが国歌とされたのを受け、一八八〇年には「七月十四日」が国民祝祭日（建国記念日）に定め
られた。ラ・マルセイエーズは革命戦争時の義勇軍を鼓舞した軍歌であり、七月十四日はいわず
と知れたバスティーユ襲撃の日である。議会主義共和派が左右の批判にさらされながら、自らを
フランス革命の正統的後継者と位置づけ、「単一にして不可分の共和国」のシンボル化をはかる第
一弾であった。（中略）一八八九年の大革命百年祭は、こうした「歴史的記憶の動員」の白眉であっ
た。（中略）フランス革命百年祭にみられる一連のセレモニーは、文字どおり建国神話の創出と形
容できるだろう。」［谷川　1999］
７ 『詳説日本史　改訂版』p.249
８ 『詳説日本史　改訂版』p.251
９ ［谷川　1999］
10 ［桜田　1936］
11 ［府川　1992］、［谷川　1999］
12 ［府川　1992］
13 ［田中　1981］p.125～126
14 ［田中　1981］p.127
15 ［府川　1992］
16 ドイツよりもフランスの文化や政治体制に共感を寄せる住民も多数おり、1872年９月まで適用さ
れた国籍選択条項により、住民のおよそ９％がフランス国籍を選択し、アルザスを去った。［谷川　
1999］
